















































　　 ―上記 1と 2の一般概念と具体状況―
　（1） 　非西洋後発国の日本；西洋文化の伝播の 4 条件が揃い西洋の衝撃をソ
フトランデイング出来た。即ち①動機；アヘン戦争等のアジアの惨状を
見た危機意識やナショナリズムを全国各層が共有。下級武士を軸に封建








外国人の医師ベルツは急激さを “ 死の跳躍 ” と危惧）③日本の伝統と西
洋との調和等，を特色とする日本の近代化が成功した（世界史的に稀有）。
　（2） 　非西洋後発国の中国（清朝以降）；　清朝末に日本の近代化を模した








であり（やはり接ぎ木的な “ 東道西器 ” 論），日本に屈した。血縁・地縁
等の儒教の影響は前近代的要素として現在も南北朝鮮の政治，社会，財
閥に残り不安材料。北朝鮮は近代以前の中世的ですらある。
　（4） 　西洋内後発国としてのドイツとロシア；ドイツは 19 世紀初まで 35 の
領邦国家と封建農奴制の下にあり，ようやくビスマルクが国家統一と近
代化を果たし，列強に加わった。諸制度が日本の手本になった。
　　  　ロシアは 17 世紀ロマノフ王朝以来西欧への追いつきが一貫した課題で
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